




Prospects of the Old Stone Artifacts and Hunting Tools in the Kanto-  Area : 







































　台形様石器は姶良 Tn 火山灰降灰以前に製作された狩猟具の一つである。その年代は 36,000 ～





















治大学考古学研究室・月見野遺跡調査団 1969］の発掘調査以後［戸沢 1980］の武蔵野台地で，AT 降









Ⅰ類　形は梯形，三角形，鱗形，素材は横打剥片類，平面形態から 2 類に区分される。a 類は不整
3
［関東地方における最古級の石器群と狩猟具の展望］……白石浩之
三角形ないし鱗形，背稜構成は Y 字・逆 Y 字，背面剥離構成は求心状をなす。そのうち a-1 は小
形で多様な形態，石材は多様，a-2 は大型，精製石器，石材は黒曜石が凌駕するものとした。














































































































上段 1 ～ 3・中段 1 ～ 3 の縦長剥片は分割され，二側縁ないし一側縁に細部加工が施され，他側縁




1・2. 群馬県分郷八崎遺跡，3. 群馬県和田遺跡，4, 群馬県藪塚遺跡，5. 群馬県山内出 B 遺跡，
6～8. 群馬県内堀遺跡，9. 群馬県今井見切塚遺跡，10. 栃木県上林遺跡，11. 千葉県東峰御幸畑西遺跡，
12. 千葉県十余三稲荷峰西遺跡，13. 千葉県原山遺跡，14・15. 千葉県中山新田Ⅰ遺跡，







段）では石器集中 3 から出土したもので，1 ～ 3 の流紋岩製の縦長剥片は接合資料（№ 62）や 1 の
珪質頁岩接合資料（№ 63 例）に見られるように，分割された台形様石器が接合して石刃に復元され










したものである（第 5 図下段左）。安山岩製の台形様石器の素材の可能性が高い［岩崎 1986］。
　このような例は鹿児島県上場遺跡出土例から上場技法［芹沢 1971］または富山県西法寺遺跡の西
法寺技法（第 6 図上段）［芹沢前掲］と呼称された技法と非常に類似していよう。







石・加藤 1996］。このような例は群馬県後田遺跡（第 9 図 13）［麻生 1987］や同県見立溜井遺跡（第
9 図 14）［大塚・白石典 1988］の台形様石器も同様であり，ほぼ同時期に位置づけられよう。
　なお千葉県墨古沢南Ⅰ遺跡では玉髄製の横長剥片が中位で分割され，側縁に加工した台形様石器






















移させて大小の剥片を剥離したものを石核とする（第 7 図上段 -1･2）。小形の場合は寸づまりの剥
片を剥いで基部調整尖頭石器や台形様石器の素材を製作したものであろう。また一定の位置に打面


























一として，群馬県三和工業団地 I 遺跡［津島前掲］，山内出 B 遺跡［加部・阿久澤 2009，加部 2010］，
藪塚遺跡［小菅 1990］，山上城遺跡［加部 2005］では黒曜石製が卓越する。二として，大上 4 遺跡
では黒曜石を主としながらも黒色安山岩も利用している。折茂Ⅲ遺跡［矢島 2005］でも同様で，黒



















跡では黒曜石 13 点とチャート 3 点よりなり，圧倒的に黒曜石の依存率が高い。
13
［関東地方における最古級の石器群と狩猟具の展望］……白石浩之
　墨古沢南Ⅰ遺跡ではガラス質黒色安山岩，流紋岩，黒曜石，砂岩がそれぞれ 1 点，玉髄 8 点，ト
ロトロ石 1 点よりなる。
　武蔵野台地の多摩蘭坂遺跡では台形様石器の石材はチャート（珪岩）10 点，黒曜石 1 点，頁岩 2
点，珪質頁岩 2 点よりなる。黒曜石も見られるが，圧倒的に珪岩が多い。高井戸東遺跡では X 層
が珪岩，Ⅸ下層が安山岩，Ⅸ中層が珪岩である。
　武蔵野台地では礫層ないしは多摩川の河川礫を利用した珪岩を利用したのであろう。
　相模野台地の津久井城馬込地区ではチャート 1 点，硬質細粒凝灰岩 2 点，黒曜石 6 点で構成され
る。



















　1 ～ 10 は横長剝片を素材としたもので，1 は二側縁に加工を施したもの。2 は二側縁加工である
が，部分的な錯向剥離による加工となっている。3 は二側縁加工であるが，正面は両側縁から平坦
な加工が施されるが，4 ～ 6 は正面左端の加工は部分的であり，裏面の基部加工により補っている。
7 ～ 9 は裏面から正面の加工と正面から裏面に向けての平坦な加工が施される。7・8 は千葉県草刈
六之台遺跡出土例で，大きさ，形状，加工が近似している。とりわけ正面は刃部を除いて両側から





　11 ～ 14 は縦長剥片を素材としたもので，打面を基部に配している。11 は正面基部のみ入念に側
縁加工が施される。12は一側縁が急斜な側縁加工が施され，裏面基部には部分的な加工が見られる。




1・5・12. 千葉県東峰御幸畑西（空港№ 61）遺跡，2・12. 神奈川県津久井城馬込地区，3・13. 群馬県大上遺跡，
4. 群馬県古城遺跡，6. 群馬県勝保沢中ノ山遺跡，7・8. 千葉県草刈六之台遺跡，









1・3. 千葉県東峰御幸畑西（空港№ 61）遺跡，2. 群馬県藤岡北山遺跡，4. 千葉県中山新田Ⅰ遺跡，
5. 群馬県勝保沢中ノ山遺跡，6. 栃木県上林遺跡，7. 神奈川県津久井城馬込地区，8. 埼玉県清河寺前遺跡，
9・10. 千葉県天神峰奥之台遺跡，11. 群馬県下触牛伏遺跡，12. 千葉県坊山遺跡，13. 群馬県後田遺跡，














　1 ～ 3・9 ～ 11 は最大幅が刃部にあり，側縁と刃部の交わる一端は末広がりを呈すように，側縁
を抉り込むような加工により角状の返りを作り出している。一側縁の加工は直状，他側縁は抉り込
みを施した細部加工が顕著となっており，左右非対称形となっている。
　1 ～ 11 は横長剥片を素材としたもので，一側縁ないしは両側縁の基部から刃部にかけて抉り込







　12 ～ 16 は縦長剥片を素材としたもので，打瘤を残す例もある。基部から刃部方向に向けて末広
がりの素材を用いているために，幅広の刃部を呈す。加工は基部両側ないし片側に部分的に施して
いる。12 は一側縁が直状，他側縁は外に広がりながら直上する左右非対称形で，裏面は平坦な調







　1 ～ 13 は横長剥片を素材としたもので，3・8 は一側縁加工で，他は二側縁加工，ただし 1・2・
4・6 は一側縁が部分加工，5・7 は基部を中心に一側縁は平坦な加工が目立つ。6 は横長剥片を切
断して二側縁に加工を施したもの。8 の裏面基部は微細な加工が施される。9 ～ 13 は錯向剥離であ
るが，裏面にも顕著な平坦剥離が施される。9 は両側縁からの平坦な加工のみならず裏面二側縁も








1～3・12. 群馬県折茂Ⅲ遺跡，4. 群馬県三和工業団地Ⅰ遺跡，5・6・9. 千葉県坊山遺跡，7・8・14. 千葉県中山新田Ⅰ遺跡，






1. 群馬県天神峰奥之台遺跡，2. 千葉県東峰御幸畑西（空港№ 61）遺跡，3・5. 千葉県池花南遺跡，
4・14. 群馬県大上遺跡，6. 群馬県和田遺跡，7・17. 群馬県下触牛伏遺跡，
8. 千葉県東峰御幸畑東（空港№ 62）遺跡，9. 千葉県坊山遺跡，10・15. 群馬県藤岡北山遺跡，







　1 ～ 9 は横長剥片を素材としたものである。1 は打面部上に側縁加工，端部は部分的な細部加工
が施される。2 は打面を切断した側縁部に部分的な加工，他側縁は細部加工が施される。3 は正面
第 12 図　Ⅴ類の台形様石器
1・9. 東京都高井戸東遺跡，2. 群馬県大上遺跡，3. 東京都多摩蘭坂遺跡，4・5. 千葉県天神峰奥之台遺跡，













　10・11 は 7 同様横長剥片を縦位に切断したものと思われる。10 は基部に相当する表裏面に平坦
な加工が及ぶ。11 は一側縁に側縁加工が施されている。
　12 ～ 18 は縦長剥片を素材としたものである。12 は基部に近い両側縁に加工を施したもの。13
は一側縁に細部加工を施し，他側縁は切断面を利用したもの，14・15 錯向剥離で一側縁に細部加
工を施し，他側縁は裏面に平坦な加工を施している。15 は側縁のみならず裏面基部にも平坦な調







































⑴  下総台地（第 14・15 図）
　千葉県東峰御幸畑西遺跡（空港№ 61 遺跡）（第 14 図）ではⅨ層（黒色帯）の下部から出土した石
器群で石器集中 32 が相当する。その集中から台形様石器がまとまって出土している。4 ～ 7 は珪質








千葉県草刈六之台遺跡では C13-B ブロックで 2 文化層，C ブロックで 1 文化層が検出されている










　Ⅸ層下部の台形様石器は 5 点が出土している。石材は珪質頁岩が最も多く 3 点で，他にホルン














　C ブロックのⅨ層上部から出土した刃部を直刃としたⅠ類が 2 点出土している。1 は正面に両側












⑵  武蔵野台地（第 16 図）
　東京都高井戸東遺跡（第 16 図上段）は X 層，Ⅸ下層，Ⅸ中層から台形様石器が出土している












　東京都武蔵台遺跡（第 16 図下段）では Xb 層と Xa 層で台形様石器が出土している。第 1 文化




10 ～ 12 は打面部に対向する端部に調整加工が施しているが台形様石器とするには躊躇される。




⑶  相模野台地（第 17 図）
　神奈川県吉岡遺跡群 C 区では B4 層中部→ B4 層中部上位層→ B3 層下部で台形様石器が層位的
に出土している。その年代は 34,000 ～ 31,000cal BP である［かながわ考古学財団 2003］。D 区では
B5 層から不定型な剥片を素材とした台形様石器が出土している。B 区 5 層上面で 35,040-33,990cal 
BP である。10 の刃部は平刃のⅡ類，ないし 11 のような緩やかな斜刃のⅤ類で，一側縁に細部加









　C 区 B4 層中部上位では数点の石器が出土した。黒曜石製で寸詰まりの縦長剥片を素材としたも
のと思われる。3 は一側縁を打面部として利用するが，他側縁は細部加工を施したⅡ類相当しよう。
　C 区 B3 層下部上面で出土した 1・2 の台形様石器は横長剥片製と縦長剥片製の二者がある）。そ
のうち 1 は縦長剥片の側縁部を刃部とし，両側縁に入念な加工が施されているⅤ類，2 は両側縁を
切断し，片側縁のみに側縁加工を施した平刃のⅠ類である。図示していないが，2 のような切断に
類似するが，縦長剥片を分割して作成したⅥ類も組成している。



















巣遺跡［藤野 1990］や地宗寺遺跡［三枝 1982］，そして広島県和知白鳥遺跡［沖・山田 2011］や島根
県原田遺跡［伊藤編 2008］でも台形様石器と基部調整尖頭石器が出土する。そしてついには近畿地
方の兵庫県七日市遺跡［山本 2004］でも確認され，確実に西日本まで広がっていた。東海地方では
岐阜県寺田・日野 1 遺跡［吉田・橋詰・沢田 1997］，愛知県上品野遺跡［川添 2005］，愛鷹山麓では静
岡県中身代遺跡［高尾 1989］，土手上遺跡［池谷 1998］や富士石遺跡［阿部 2010］で安定して認めら
























































































と Xa 層で台形様石器と推定される石器が出土している。Xb 層はⅡ型のみ，Xa 層は加工が
微細なので難しいがⅠ・Ⅱ・Ⅳ類よりなる。





　台形様石器の中で特筆すべきは草刈六之台遺跡（第 8 図 7・8，第 15 図 1・2）に代表され
るⅠ類であろう。平坦剥離による表裏面の加工を施している。同じような一群は群馬県今井































































（ 4 ）　　筆者は台形様石器の出現の状況について B4 層
やⅩb 層よりさらに遡る例が東京都西之台遺跡Ⅹ層［小
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Prospects of the Old Stone Artifacts and Hunting Tools in the Kanto - Area : 
Focusing Mainly on Trapezoid Tools
SHIRAISHI Hiroyuki
This paper reviews the study of trapezoid stone tools. This were also referred in the Proem for 
Study of Trapeze-shaped Tools  by Hiroyuki Sato, It was expected that stone artifacts before Aira-Tn 
ash fall would be elucidated. Since then, 28 years have passed, and trapezoid tools have been found 
at various archaeological sites across Japan. Especially, those unearthed in the Kanto-  region have 
yielded data as a result of stratigraphical and typological analysis. In addition, the analysis of traces 
of use, as well as experimental research, has progressed, enabling a more profound examination of 
the functions and applications of trapezoid tools.
This paper reviews the studies of trapezoid tools of the above-mentioned age from the 
perspective of typology.
Although past studies focused on trapezoid tools made mainly of wide flakes, those made of 
elongated f lakes are too important to overlook. Backed points, also known as pen-point-knife-
shaped tools, have been found mainly in eastern Japan and occasionally in the Kyu- shu-  region. 
Because of its shape, pointed at one end and shaped at the other, this type of stone tool is assumed 
to have been independently developed by interactions between knife-shaped tools and trapezoid 
tools.
In order to make trapezoid tools, stones were processed and then cut into trapezoidal pieces, 
and the side edges of the blade part were shaped and knapped to provide flat surfaces, especially 
disoriented surfaces. Trapezoid tools are categorized into six types: ① those with a horizontal blade 
and a pointed butt; ② those with a horizontal blade and a flat butt; ③ those with a horizontal blade, 
a flat butt, and sharp corners at the blade tip (shaped like a trapezoid with its width increasing 
toward the blade tip); ④ those with an angled blade and a pointed butt; ⑤ those with an angled 
blade and a flat butt; and ⑥ those made of elongated flakes knapped on the edges.
Trapezoid tools have been excavated in the Kanto-  region from the Layers of  Sagamino B5 
and lower Musashino X at the deepest level, which means they are among the oldest stone tools 
of Tachikawa loam formation. Trapezoid tools are most common among those unearthed from the 
Layer of B4 and the Layers from upper X to IX. Most of these trapezoid tools are classified as Types 
I to V. The newest trapezoid tools have been unearthed from the black band Layer of Sagamino B3 
and the Layer of Musashino VII. Most of them are classified as Type VI (those made of elongated 
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flakes cut and shaped on the side edges). In the northern Kanto-  region, the materials of trapezoid 
tools are different at each archaeological site. This suggests that there were regional differences. 
The trapezoid tool culture reached its zenith before the rise of the knife-shaped tool culture 
represented by tools shaped on both side edges and excavated mainly from Layer VII.
Key words: Trapezoid tools, backed points, knife-shaped tools, cutting method, knapping to provide 
flat surfaces, knapping to provide disoriented surfaces, typology
